
（1）　平成 28年 10月 第 151号

http://rinya.maff.go.jp/chubu/

○ 林政記者クラブ国有林を視察………………………………………………………… Ｐ２
○ 各地からのたより……………………………………………………………………… Ｐ３
○ シリーズ「森林官からの便り」… …………………………………………………… Ｐ５
○ シリーズ「ご当地自慢」… …………………………………………………………… Ｐ６

主な項目

黒部ダムの勇壮な放水

黒部ダムの周辺は長野、富山両県にまたがる国有林

林政記者クラブ  国有林を視察
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［
総
務
課
］
九
月
二
十
八
日
か
ら
二
十
九
日
の

両
日
、
林
政
記
者
ク
ラ
ブ
（
中
部
森
林
管
理
局

管
内
加
盟
社
）
の
国
有
林
視
察
を
富
山
森
林
管

理
署
管
内
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
林
政
記
者
ク
ラ
ブ
四
社
か
ら
四
名

が
参
加
さ
れ
、
森
林
管
理
局
か
ら
は
次
長
、
総

務
企
画
部
長
、
名
古
屋
事
務
所
副
所
長
、
広
報

主
任
官
が
同
行
し
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
、
黒
部
ダ
ム
と
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト

を
通
過
し
て
雄
大
な
大
自
然
と
黒
部
ダ
ム
を
視

察
し
ま
し
た
。
周
辺
は
長
野
、
富
山
両
県
に
ま

た
が
る
国
有
林
が
広
が
っ
て
お
り
、
水
や
国
土

の
保
全
、
観
光
面
に
つ
い
て
国
有
林
の
果
た
す

役
割
の
ア
ピ
ー
ル
を
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、

雨
と
濃
霧
で
景
色
が
見
え
な
い
分
想
像
力
を
発

揮
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
信
森
林
管
理
署
に
集
合
し
た
一
行
は
、
次

長
の
挨
拶
後
バ
ス
で
ス
タ
ー
ト
、
車
中
で
自
己

紹
介
を
行
い
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
の
出
発
駅
、
扇
沢

に
着
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
関
西
電
力
職
員
の
方

よ
り
黒
部
ダ
ム
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
自

然
に
や
さ
し
い
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
で
黒
部
ダ
ム
へ

向
か
い
ま
し
た
。

　

富
山
森
林
管
理
署
次
長
、
森
林
技
術
指
導

官
、
森
林
官
と
合
流
し
昼
食
、
私
は
か
の
有
名

な
「
ダ
ム
カ
レ
ー
」
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
大

変
美
味
し
か
っ
た
で

す
。

　

幸
な
こ
と
に
、
食

事
を
終
え
外
に
出

る
と
雨
が
小
降
り
に

な
っ
て
お
り
ダ
ム
を

見
な
が
ら
関
西
電
力

職
員
の
方
の
説
明
を
聞
き
、
ダ
ム
の
雄
大
さ
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
残
念

な
が
ら
こ
の
後
は
、
濃
霧
と
雨
が
激
し
く
な
り

立
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
、
大
観
峰
は
真
っ
白
で
何

も
見
え
ず
、
室
堂
で
も
雨
が
強
く
危
険
な
た
め

立
山
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
で
立
山
の
自
然
を
紹

介
し
た
ビ
デ
オ
を
鑑
賞
し
、
森
林
官
か
ら
山
岳

観
光
地
な
ら
で
は
の
巡
視
業
務
の
難
し
い
点
な

ど
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
民
有
林
直
轄
治
山
事
業
を
実
施

し
て
い
る
常
願
寺
川
地
区
の
ス
ゴ
谷
で
富
山
署

総
括
治
山
技
術
官
と
常
願
寺
川
治
山
事
業
所
主

任
か
ら
山
腹
工
と
渓
間
工
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　

記
者
の
方
々
は
、
山
腹
工
の
規
模
の
大
き
さ

や
工
法
に
興
味
を
も
た
れ
、
説
明
者
二
名
に
質

問
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
次
の
渓
間
工
で
は
、
木

製
型
枠
や
規
模
の
大
き
さ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

代
わ
り
に
現
地
産
の
大
転
石
使
用
や
、
現
地
の

作
業
環
境
の
過
酷
さ
に
感
嘆
し
き
り
で
し
た
。

　

生
憎
の
空
模
様
で
し
た
が
、
ど
う
に
か
予
定

ど
お
り
視
察
が
実
行
で
き
記
者
ク
ラ
ブ
の
皆
様

か
ら
多
く
の
質
問
も
い
た
だ
き
有
意
義
な
視
察

と
な
り
ま
し
た
。
終
わ
り
に
、
総
務
企
画
部
長

よ
り
視
察
参
加
の
お
礼
と
共
に
、
国
土
の
保
全

や
地
域
林
業
の
活
性
化
の
た
め
に
国
有
林
の
取

組
に
引
き
続
き
ご
協
力
を
い
た
だ
く
こ
と
を
お

願
い
し
て
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
こ
の
よ
う
な
機
会
を
設
け
、
中
部
森

林
管
理
局
の
取
組
を
紹
介
し
、
ご
理
解
を
得
る

た
め
効
果
的
な
情
報
発
信
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

大規模な山腹施工地の説明状況

木村次長の挨拶により開会

黒部ダム等の説明

渓間工の説明状況（本年度は2年目で作業は終了）

林
政
記
者
ク
ラ
ブ
国
有
林
を
視
察

ダムカレー
（グリーンカレー）
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［
名
古
屋
事
務
所
、
木
曽
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン

タ
ー
、
協
力
：
岐
阜
署
］『
街
道
で
つ
な
が
る

　

ひ
と
・
ま
ち
・
未
来
』
を
テ
ー
マ
に
、
十
月

九
日
「
熱
田
区
民
ま
つ
り
（
主
催
：
熱
田
区
役

所
、
区
民
ま
つ
り
実
行
委
員
会
、
出
展
四
十
九

団
体
）
が
中
部
森
林
管
理
局
名
古
屋
事
務
所
に

隣
接
す
る
白
鳥
公
園
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
名

古
屋
事
務
所
も
出
展
参
加
す
る
と
と
も
に
木
曽

森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
協
力
を
得
て
「
熱
田
白
鳥
の
歴
史
館
」
を

特
別
開
館
し
ま
し
た
。

　

東
海
道
や
美
濃
街
道
を
つ
な
ぐ
交
通
の
要
衝

と
し
て
多
く
の
旅
人
で
賑
わ
っ
て
い
た
熱
田

は
、
街
道
宿
場
町
と
し
て
の
歴
史
文
化
の
魅
力

の
発
信
に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
今
年
の
区
民
祭

り
に
は
、
東
海
道
か
ら
桑
名
、
鳴
海
、
宮
、
美

濃
街
道
か
ら
垂
井
、
木
曽
川
上
流
地
域
か
ら
木

曽
（
広
域
連
合
）、
加
子
母
、
下
呂
の
七
つ
の

宿
場
町
（
地
域
）
か
ら
参
加
さ
れ
、
楽
し
さ
美

味
し
さ
溢
れ
る
賑
や
か
な
ブ
ー
ス
、
お
獅
子
の

練
り
歩
き
や
、
和
太
鼓
の
音
が
響
く
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
、
区
制
八
十
周
年
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
の

「
大
声
コ
ン
テ
ス
ト
」
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
催

さ
れ
、
お
よ
そ
一
万
一
千
人
の
市
民
（
主
催
者

発
表
）
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

名
古
屋
事
務
所
で
は
「
木
と
の
ふ
れ
あ
い
」

を
テ
ー
マ
に
、
第
一
会
場
の
出
展
ブ
ー
ス
で

は
「
サ
ク
ラ
」
の
枝
を
使
っ
た
ス
ト
ラ
ッ
プ
作

り
を
、
第
二
会
場
で
あ
る
「
熱
田
白
鳥
の
歴
史

館
」
で
は
ミ
ニ
イ
ス
作
り
の
コ
ー
ナ
ー
を
開
設

し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
Ｆ
Ｃ
Ａ
（
フ
ォ

レ
ス
ト
サ
ー
ク
ル
あ
い
ち
）
の
方
々
十
一
名
の

協
力
を
得
て
対
応
し
ま
し
た
。

　

ブ
ー
ス
で
は
待
ち
時
間
が
出
る
ほ
ど
の
盛
況

で
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
三
百
人
が
ス
ト
ラ
ッ

プ
作
り
を
、
歴
史
館
の
ミ
ニ
椅
子
作
り
で
は
限

定
四
十
人
分
の
整
理
券
が
十
数
分
で
無
く
な
り

ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
方
々
は
、
完
成
品
の
成

果
に
一
喜
一
憂
し
な
が
ら
も
「
あ
り
が
と
う
」

「
楽
し
か
っ
た
」
歴
史
館
で
は
「
木
に
囲
ま
れ

て
落
ち
着
く
」「
知
人
を
連
れ
て
ま
た
来
ま
す
」

と
い
っ
た
声
も
聞
か
れ
、
木
（
樹
）
と
の
ふ
れ

あ
い
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
地
域
と
連
携
し
情
報
発
信
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

 

［
東
濃
署
］
八
月
三
十
一
日
、
前
日
の
台
風
の

影
響
も
無
く
快
晴
の
中
、
岐
阜
県
立
恵
那
農
業

高
等
学
校
環
境
科
学
科
の
三
年
生
、
三
十
八
名

が
東
濃
森
林
管
理
署
管
内
の
国
有
林
で
治
山
工

事
現
場
な
ど
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
近
年
、
局
地
的
な
豪
雨
な
ど
に
よ
る

山
地
災
害
が
各
地
で
頻
発
す
る
中
、
地
域
の
未

来
を
担
う
高
校
生
に
森
林
土
木
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
き
、
ま
た
進
路
決
定
の
参
考

に
し
て
い
た
だ
こ
う
と
一
昨
年
よ
り
始
め
た
取

組
で
す
。

　

当
日
は
、
教
室
で
国
有
林
の
役
割
や
治
山
工

事
の
目
的
・
工
法
等
に
つ
い
て
東
濃
署
治
山
グ

ル
ー
プ
の
職
員
か
ら
事
前
説
明
を
受
け
た
後
、

湯
舟
沢
国
有
林
（
中
津
川
市
神
坂
）
に
移
動

し
、
恵
那
山
（
二
、一
九
一
㍍
）
の
北
側
斜
面

の
崩
壊
地
で
実
施
さ
れ
て
い
る
姥
ナ
ギ
沢
復
旧

治
山
工
事
の
現
場
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

同
現
場
で
は
、
崩
壊
斜
面
の
上
部
に
登
り
、

署
員
か
ら
、
山
腹
工
事
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
谷
底
ま

で
四
〇
〇
㍍
程
も
あ
る
斜
面
を
眼
下
に
し
て
実

際
に
使
わ
れ
た
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
マ
シ
ー

ン
（
急
斜
面
に
ワ
イ
ヤ
ー
で
吊
さ
れ
崩
壊
地
を

整
斉
す
る
建
設
機
械
）
の
写
真
に
見
入
り
、
普

段
目
に
す
る
こ
と
の
な
い
治
山
工
事
の
ス
ケ
ー

ル
を
実
感
し
た
よ
う
で
し
た
。

　

午
後
は
、
同
国
有
林
内
の
造
林
事
業
実
行
箇

所
に
お
い
て
、
神
坂
首
席
森
林
官
か
ら
、
林
業

は
農
業
と
違
い
、
収
穫
ま
で
に
最
低
で
も
五
十

年
～
六
十
年
程
度
の
年
月
と
労
力
を
必
要
と
す

混雑した出展ブース（第1会場）

歴史館でのミニ椅子作り（第2会場）

教室での事前学習

 
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
共
に
！

熱
田
区
区
民
ま
つ
り
に
出
展
！

各
地
か
ら
の
た
よ
り

各
地
か
ら
の
た
よ
り

地
域
を
担
う
高
校
生
が

�

国
有
林
の
現
場
を
見
学


